
尾張旭市議会議長殿

一般質問(個人)通告書

尾張旭市議会会議規則第50条第1項の規定によW2月定例会に粉いて別

紙のとおり質問したいので通知します。

なお、質問事項の件数及び質問方法は、下記のとおりです。
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1 

 

別紙                    氏 名  いとう 伸一  

質 問 事 項 

 

№  １－１   

行政業務での生成ＡＩ活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

前回の一般質問で「教育現場のＡＩ活用」について、質問しました。 

今回は、行政の現場での活用について伺います。以下、行政ＡＩと呼ばせ

ていただきます。 

 

（１）現在の行政ＡＩの導入状況について 

総務省情報流通行政局は令和４年に「自治体におけるＡＩ活用・導入

ガイドブック」を公表し、導入手順を示しておりますように、今後行政

ＡＩは全国の自治体で導入され、その活用成果は職員の業務改善・住民

サービス向上に直結するものと考えております。そこで、本市の行政Ａ

Ｉ導入についての考え方を伺います。 

行政ＡＩを以下の２つに分類します。 

① 市職員が利用する行政ＡＩ 

② 市民が直接利用する行政ＡＩ 

   それぞれ、現在の導入状況を伺います。 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

2 

 

別紙                    氏 名  いとう 伸一   

質 問 事 項 

 

№  １－２  

行政業務での生成ＡＩ活用について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（２）行政ＡＩで解決したい課題抽出について 

行政ＡＩの導入手順を大まかに言いますと、 

①事前検討 

②計画立案 

③調達・事業者特定 

④ＡＩの導入 

⑤運用 

となりますが、一番目の手順の事前検討では最初に「解決したい課題

の特定」であると、ガイドブックにございます。 

本市において、行政ＡＩで解決したい課題は何ですか？ 

 

（３）行政ＡＩの今後の導入計画について 

今後の導入計画（テストも含め）について 

①市職員が利用する行政ＡＩ 

②市民が直接利用する行政ＡＩ 

に分けて伺います。 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する。 



 

3 

 

別紙                    氏 名  いとう 伸一  

質 問 事 項 

 

№  ２－１  

不正に強い次世代会計システムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

本市の「公金詐取に係る再発防止等検証結果報告書」の再発防止策には 

１ 不正を防止できる組織体制や執務環境の整備 

２ 検査体制等の充実 

３ 職員の意識改革 

とありますが、これは全て現行の会計システムを前提として職員さんの 

人手やマネジメントで行う対策と考えております。 

ただ、人はどうしても見落としたり、ミスしたりするものであります。 

そこで、間違いなく迅速な処理ができる本市に適したコンピューターシ

ステムと並行した改善が有効と考えております。 

本市の報告書はとても良く出来ており、何度も読み返しましたが現行の 

仕組みは残念ながら不正防止に強いとは言えないとも考えております。 

そこで私は、約３年後に控えた会計システム更新の際、どのような改善を 

していけばよいかが課題と考えております。 

本市の報告書の中から不正を防げなかった原因とされる事象から４点を

選び、その対策について質問させていただきます。 

※ 申し合わせ事項に留意する。 

 



 

4 

 

別紙                    氏 名  いとう 伸一  

質 問 事 項 

 

№  ２－２  

不正に強い次世代会計システムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１）「書類抜取り」による不正対策について 

報告書によりますと、書類抜取りを行っています。 

以下、報告書記載の不正行為について伺っていきます。 

そもそも、書類を使って決裁していくことにリスクがあると考えます。 

次回のシステム変更では、不正が生じやすい業務のペーパーレス化の

推進が不正防止に有効と考えますがいかがですか？ 

 

（２）「データ書換え」による不正対策について。 

現行ではデータ書換えが容易にできる仕組みになっておりますが、支

払い金額の入力は初回の１回のみとし、変更時には複数人の同時決裁が

容易にでき、データの変更日時や変更した人・決裁した人などの履歴が

いつでも確認でき、不正防止と、万が一不正が生じたときの早期異常発

見をしやすく、最近の会計システムで導入する企業・自治体が増えてい

る電子決裁の導入が有効と考えますがいかがですか？ 

※ 申し合わせ事項に留意する。 

 



 

5 

 

別紙                    氏 名  いとう 伸一  

質 問 事 項 

 

№  ２－３  

不正に強い次世代会計システムについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３）「本来振り込んではいけない口座にお金を振り込む」不正対策について 

「振込口座と金額データ」を銀行に送信する前に、数多くの振込データ

から不正リスクのあるデータを抽出して、本来の振込口座である正誤確認

できるような仕組みを取り入れてほしいと考えます。 

コンピューターを利用すれば、大量のデータを瞬時に処理できますので、

御一考願えればと思います。 

市の考えを伺います。 

 

（４）「不正を見つけやすい情報を監査に送る」対策について 

今回の公金詐取に関する期間の例月出納検査で、歳計現金及び歳入歳

出外現金等収支現計表の確認において、「前月の月末の収支残高」と、本

来一致すべき「当月の前月からの繰越額」が一致していなかったことを

見つけられなかったことが報告書に記載されております。 

これは当月の表の中だけ検査して、前月の表の金額を確認しなかった

ことに起因しています。 

確実な監査等を行えるような再発防止策はどのようにお考えですか。 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する 
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別紙                    氏 名  いとう 伸一  

質 問 事 項 

 

№  ３   

市民が利用する体育施設の課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

尾張旭市では、「健康は市民すべての共通の願いである」との考えに基づ

き、平成15年から「健康づくりのまちづくり」を市の最重要施策の一つに位

置づけています。程よい運動は健康づくりのために良く、運動するためには

公共の施設も大切であると考えます。 

そこで、本市の体育施設について伺います。 

 

（１）現行の体育施設の課題について 

現行の体育施設の課題を伺います。 

 

（２）城山テニスコートのコンディションについて 

９月議会で城山テニスコートでの冬期ナイター解禁を承認しました 

ので、11月８日に現地でテニスをしてまいりましたが、コートの安全性

に問題ありと感じております。 

城山テニスコートの安全性についてのお考えと、メンテナンス状況に

ついて伺います。 

 

 

 

 

 

 

 

※ 申し合わせ事項に留意する 


